様式１

（学 会 運 営 主 体 用）

国　際　会　議　開　催　申　請　書
情報処理学会　主催，共催（該当に○）
一般社団法人 情報処理学会会長 殿
申請年月日：　　　　　年　　　月　　　日

組織委員長名：　　　　　　　　　　　　　　   
勤務先：
Tel： （　　　　　　）　　　　　　　－

Fax：（　　　　　　）　　　　　　　－

e-mail：
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　   
勤務先：
Tel： （　　　　　　）　　　　　　　－

Fax：（　　　　　　）　　　　　　　－

e-mail：
下記により「国際会議」を開催いたしたく，情報処理学会の主催・共催（該当に○）を申請します．

1． 会議の概要

1.1　会議名（和文名）：
（英文名）：
（略　称）：
　　　　　　　（Webサイト）：

1.2　会場名：
（所在地）
1.3　開催期間：　　　　　年　　　月　　　日（　　）　～　　　　年　　　月　　　日（　　）
1.4　会議の趣旨：
２．会議の種類およびその内容（該当項目にレ印）
2.1　（　　）Conference，　（　　）Symposium，　（　　）Workshop，　（　　）その他　

2.2　定例会議ですか？　　（　　）Ｙｅｓ，　（　　）Ｎｏ
（Yes の場合前回の開催年月：　　　　年　　月）

2.3　会議の主題
2.4　参加者の職種，業界，専門分野等の見通し
2.5　情報処理学会会員や参加者にどのような利益があるか
2.6　論文募集と査読はどのようにおこなうか
2.6.1 論文募集の方法
公募　　　　％，　　依頼　　　　％，　　その他　　　　％
2.6.2　論文募集の告知（該当項目にレ印）
（　　　）会誌に案内掲載，　（　　　）会議専用ＨＰの作成，　（　　　）その他
2.6.3　論文査読の方法
2.6.4　論文募集（Call for Papers）案を添付
（　　　）同封，　（　　　）後日送付
2.6.5　参考資料：関連のある会議資料の有無

（継続して行われる会議は，前回の会議報告書を添付）

（　　　）有，　（　　　）無

３．チュートリアル（該当項目にレ印）

チュートリアル開催の有無？　（　　　）有，　（　　　）無

（有りの場合は，チュートリアルの内容と使用する施設を記入）

４．ワークショップ（該当項目にレ印）
ワークショップ開催の有無？　（　　　）有，　（　　　）無

（有りの場合は，ワークショップの内容と使用する施設を記入）

５．展示会（該当項目にレ印）
展示会同時開催の有無？　　（　　　）有，　（　　　）無
（有りの場合は，展示会の内容と使用する施設について記入）
６．主催，共催，協賛・後援団体
6.1　主催，共催，協賛・後援を団体名ごとに列記（主催：主，共催：共，協賛・後援：賛の別）

記入内容
・主／共／賛の別

・Ｔｅｌ，Ｆａｘ，ｅ－ｍａｉｌ

・団体名


・各団体の財政的援助額

・代表者名


・責任（剰余配分/赤字負担配分）分担（％）

・所在地（住所）

・共催団体とのMOUの有無，会議毎のMOUの有無
6.2　赤字負担必要時の対応

（1）会議保険の加入（予定）の有無？　（　　　）有，　（　　　）無

（2）赤字となった場合は学会が補填する
７．補助金等（政府，地方公共団体，民間寄付など）
補助金や寄付の依頼を予定している団体名を記入
記入内容

・寄付金等依頼先団体名
・Ｔｅｌ，Ｆａｘ，ｅ－ｍａｉｌ　

・代表者名


・金　額

・所在地（住所）

　　 （注意）

独立行政法人からの助成金や補助金の申請はご遠慮下さい。独立行政法人からの助成金や補助金は、法人格を持つ主催団体（学会）に限定されることから、当該国際会議で用意した銀行口座には、振り込むことができません。
　　　補助金や助成金、寄付金については、当該国際会議で用意した銀行口座には、振り込みが可能な団体からにしてください。
８．事務委託先（該当項目にレ印）
（　　　）コンベンションビューロー・旅行業者：業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（　　　）その他
９．組織委員会（Organizing committee） *海外の方は会員，非会員の別は不要
9.1 委員長（Organizing Chair）
・会員，非会員の別 ／ 氏　　　 名


・勤　務　先　／　役職


・ｅ－ｍａｉｌ
9.2 委員（Organizing member）

・会員，非会員の別 ／ 氏　　　 名


・勤　務　先　／　役職


・ｅ－ｍａｉｌ
10．運営委員会（Steering Committee） *海外の方は会員，非会員の別は不要
各委員毎に以下の内容を明記．

・会員，非会員の別 ／ 氏　　　 名


・勤　務　先　／　役職


・ｅ－ｍａｉｌ
10.1　運営委員長（Steering Chair）

10.2　プログラム担当委員（Program Chair）
10.3　財務担当委員（Finance Chair）
10.4　展示担当委員（Exhibition Chair）
10.5　広報担当委員（Publicity Chair）
10.6　設営担当委員（Local Arrangement Chair）

10.7　出版担当委員（Publication Chair）

10.8　登録担当委員（Registration Chair）

10.9　表彰担当委員（Award Chair）

10.10　チュートリアル担当委員（Tutorial Chair）

10.11　ワークショップ担当委員（Workshop Chair）

10.12　渉外担当委員（Liaison　Chair）

10.13　その他
11．論文集の発行予定（該当項目にレ印）
プロシーディングスの有無：（　　　）有，　（　　　）無，　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　発行部数：　　　　　　　　　　　
　　出版社 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　著作権の譲渡：（　　　）情報処理学会，　（　　　   ）共催全団体

（ 　  ）その他  名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12．会議および財務の概要（実績・予算）
12.1 　会議・財務規模の概要　　　　　　　　　　　前回実績　　　　　　　　　今回予算（予想）
12.1.1　参加人数予想
12.1.2　会員登録料（事前）
12.1.3　会員登録料（当日）
12.1.4　非会員登録料（事前）
12.1.5　非会員登録料（当日）
12.1.6　提出論文数
12.1.7　収入合計
12.1.8　支出合計
12.1.9　剰余金（収入－支出）
12.2 　学会からの貸付金
12.2.1.貸付金（上限３００万）を必要とする場合は，金額とその理由を明記．
　　金　　額　／　理由
1)
2)
3)
12.2.2　分割して貸付金を受け取りたい場合には，希望する計画年月日と金額を記入．
但し会議の開催が理事会で承認され，専用の銀行口座が開設されるまでは，

　　　　　貸付金は振り込まれない．
希望する計画年月日　　　　　希　望　金　額　　　
1)　
2)　
3)　

12.3 　特記事項があれば記入
13．収入（予算）　※内訳がわかる物については各収入項目の下に内訳明記

　　（内訳例：13.1.1登録収入なら、その下に

「会員  　単価×人数＝金額」

「非会員  単価×人数＝金額」など）
13.1 　収入



予　算　額
13.1.1　登録料収入

13.1.2　論文集販売収入

13.1.3　チュートリアル収入

13.1.4　展示会等収入

13.1.5　社交行事等収入

13.1.6　視察等特別行事収入
13.1.7　補助金等収入
13.1.8　その他収入
13.1.9　収入合計
 13.2 　特記事項があれば記入する．
14．支出（予算）　※内訳がわかる物については各支出項目の下に内訳明記
　　（内訳例：14.2.8社交行事費なら

　コーヒーブレイク  単価×人数＝金額

　懇親会　　　　　　  単価×人数＝金額など）
14.1　会議準備費


予　算　額
各経費／支出合計（％）
14.1.1　人件費　
14.1.2　国内旅費
14.1.3　国外旅費
14.1.4　消耗品費
14.1.5　印刷製本費
14.1.6　通信運搬費
14.1.7　広報広告費
14.1.8　会議費
14.1.9　雑費
14.1.10事務委託費　
14.1.11会議準備費計
14.2　会議開催費


予　算　額
各経費／支出合計（％）
14.2.1　人件費
14.2.2　国内旅費　　　
14.2.3　外国旅費　　　
14.2.4　消耗品費　　　

14.2.5　印刷製本費
14.2.6　通信運搬費　　
14.2.7　会場費等　　　
14.2.8　社交行事費　　
14.2.9　雑費　　　
14.2.10通訳料　　　
14.2.11事務委託費　
14.2.12会計監査費

14.2.13諸謝金

14.2.14会議保険料（共催相手の条件に従って保険をかける）
14.2.15会議費計
14.3　募金経費



予　算　額
各経費／支出合計（％）
14.3.1　人件費
14.3.2　旅費
14.3.3　事務費
14.3.4　募金経費計　
14.4　情報処理学会への管理費（アドミニストレイティブ費）（参加費収入（13.1.1登録料収入）の５％を計上）

※但し、共催相手がIEEEまたはIEEE-CSの国際会議の場合には、アドミニストレイティブ費用はIEEEまたはIEEE-CSが国際会議開催の為に用意している予算フォーム（TECHNICAL MEETING REQUEST FORM (TMRF)）に含まれているので、国際会議開催申請書に定めた責任分担（比率）に応じて共催学会でアドミニストレイティブ費用を分配するようにしてください。
14.5　予備費（会議準備費＋会議開催費の１０～１５％を計上）
14.6　支出合計（会議準備費＋会議開催費＋募金経費＋学会への管理費＋予備費）
14.7　特記事項があれば記入

※会議開催後剰余金が発生し、剰余金を寄付金・基金等として他団体等に拠出する場合には予め国際担当理事ならびに財務担当理事の決裁を得るものとし、終了報告には、「国際会議剰余金の他団体への拠出に関する届出書」ならびに拠出先の通帳の写し（拠出先の口座が海外等で入手が困難な場合には振込票の写し）を添付する必要があります。なお剰余金を寄付金・基金等として拠出する場合の拠出先は、当会の目的に合致した他の公益法人に限ります。
15．会計監査について
　15.1　会計監査方法

　　　（　　　）公認会計士の監査をうける　（収入または支出が1,000万円以上の場合）
　　　（　　　）情報処理学会監事の監査をうける

　　　　　　　　（この場合、学会監事と共催相手に対して予め合意を得る必要がある。また監事は情報処理学会内での監査責任を持ち、共催相手に側に対する監査責任は生じない。）

　15.2　会計監査に関する合意事項（共催の場合）

16．主な作業スケジュール（担当者氏名，年月日を記入）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
9
1

